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2025年 4月 

宜野湾市伊佐３-９-１２ 

外壁塗装・防水工事・内装工事 

HPはコチラ↓ 

 

営業時間 朝 8時～夕方 6 時 

 

『ひとりよがりの 

スクリーン』 

知花の 

やっぱり映画っていいですね。 

 

 

 

 

 

 

こんにちは、知花です。今回は。「ブラックバード・ブラックベリー・私は私。」を 

観てきました。ジョージアの小さな村に暮らす 48才のエテロは、独身女性で、今まで 

結婚したいと思ったことは一度もありません。母や父と兄も亡くなり、日用品店を 

営みながら一人で生きてきた彼女は、美しいブラックバード（つぐみ）と、自分で 

摘んで作ったブラックベリーのジャムと同じぐらいに、今の暮らしを愛しています。 

 

 

 

 

      

 

 

 

マスコットボーイの

ミッキーです

春です！今年は桜よりも、イッペーのほうが 

よく見かけた気がします。 

 

数年振りに、ホームページをリニューアル中・・・ 

きっと見やすくなる！こうご期待!(^^)! 

  

今月号スタートです。よろしくお願いします(^^) 

 

村の人達は、一人でいることを、哀れみ、悪口を言い、重量感のボディをあらさまに、 

からかいます。しかし、エテロは村の女達とは、一線を引き、私は、1人で生きていけると 

寡黙ながら、力強く、自分の生活を守って生きています。ある日、ブラックベリーを 

摘んでいる時、足を踏み外して崖から滑り落ちた時死を意識します。そこから店を出入りする 

業者の男性と、恋人関係になり、ドライブ・ピクニックと心の欲するまま、楽しみます。 

 

 

 

 

      

 

 

 

しかし、恋人から突然、トルコで収入のよいトラック運転手として働くので、何もかも捨てて 

一緒に来てほしいと言われます。   さあ、エテロはどうするのでしょうか 

エテロが食べているジャムやケーキが、とてもおいしそう。暮らしもシンプルで、居心地がよさそうです。 

 

 

 

 

      

 

 

 



 

  


